送 局 も 今夜 はなん という 智慧の ない プログラム を 作つ 

たのだろう。 然し 不吉な ものが 盛んに 目につく 時 は、 

その 源の 必ず 大きな 不吉が 存在して いるもの だ。 帆 村 

は それ を 思 つ てド キンと した。 

ちなまぐさ 

( —— なに か、 血 腫い 事件が 起った のだろう。 殺人 

事件 か、 それとも 戦争 か) 

さっき 喫茶店 リラで、 紅茶 を 啜りながら 聴く ともな 

しに 聴いた ラジオ ドラマ は、 将来 戦 を 演出して いる も 

のだった。 東京 巿民は 空襲警報に しきりと 脅え、 太平 

洋 では 彼我の 海戦 部隊が 微妙なる 戦機 を 狙って いると 

いう 場面であった。 戦争 は 果して 起る のであろう か。 



帆 村 は 雨に 濡れて ゆく 背丈の たいへん 違った 男女の 

後 を 巧みに 追ってい つた。 二人 は 濠 端へ 出た が、 自動 

車に も 会わず、 そのまま ドン ドン 向う へ 歩いて いった _ 

しんとみ ばし 

そして 新 富 橋の 上に さしかかった とき、 女 は ハツと し 

た 様子で 立ち 停った。 

ゆびさ 

女 は 向う を 指 した。 

「ァラ 、窓に 灯が ついている わ。 誰もい ない 害な のに」 

橋 を 越えて、 濠 添いに 右へ 取って いったと ころに、 

そぴ 

人造人間の 研究で 知られた 竹 田 博士 研究所が 聳えて い 

る。 女 は 明らかに その 家の 窓 を 指して いるの だった。 

二人 は 急ぎ足と なった。 そして 一度 追い越した 帆 村 



と、 雁金 検事が、 彼の 肩 を 叩いた。 

「 い や 貴官が た が 御存知な いうちに、 うちの 助手に 殺 

人 現場 を 教えと くの は 失礼 だと 思いまして ネ」 

と 帆 村 は 挨拶 を 返した。 

「さあ、 始めましょう」 

大 江山 課長 は 先登に 立つ と、 家の 中に 入って いった _ 

帆 村 も 一 番 殿 りから ついていった。 

階段 を 二つ のぼると、 三階が 博士の 実験室に なって 

いた。 そこ はだ だつ 広い 三十 坪ば かりの 部屋だった。 

沢山の 器械 棚が 壁ぎ わに 並んで いた。 隅に は 小さい 鉄 

工場 ほどの 工具 機械が 据えつ けて ある。 それと 反対の 



そうい ぅ大 江山 の 言葉 を、 雁金 検事 はすぐ に 同意し 

た。 
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やがて 博士の 甥の 丈太郎 が、 警官に 護ら れて、 階段 

き ざ 

の 下から 姿 を 現わした。 彼 は 気障で は あるが 思いの外 

キ チンと した 服装 をして いる 瘠せ 型の 青年だった。 

なみだ こぼ 

丈 太郎は 伯父の 死体 を 見る と、 ハラハラと 泪を滾 



て 丈太郎 にたず ねた。 

「すると 君 は、 外国の スパイ かなん かのこと を 云って 

いるよう だが、 なに かそん な 話 を 知っている のか ネ」 

「そんな 話 は、 こ つちで 伺 いたいく らいの ものです よ _ 

しかし 私 だって、 すこし は 気がついて いますよ。 この 

向う の サンタマリア 病院の 内科医 ジョン • マ クレオな 

んざ、 ずいぶん 奇怪な 行動 をして いるじゃありません 

か。 僕 は 向う の 国の 興信録 を しらべて みました が、 医 

者と して マ クレオの 名なん か 見当り ません よ。 それに 

あいつ ものさし 

あいつの 目の 鋭い こと はどうです。 彼奴 は 物差 こそ 

持って いないが、 ひと 目 睨めば 大砲の 寸法 も 分つ ちま 



もくそく 

うとい う 目測の 大家に 違いありません よ。 あんな 奴が、 

帝都の 白昼 を悠々 歩いて いるなん ざ、 全く 愕き ますよ」 

(そうか。 あの ジョン . マ クレオと いう 内科医が、 そ 

うち 

うなの か) と 帆 村 は 胸の 中で 自ら 問い 自ら 答えた。 そ 

れ こそ、 今夜、 あの 病院の 玄関で ゥ ララ 夫人 を 擁して 

いた 男に 違いない。 

検事 は そこで ギロリ と 眼 を 光らせ、 傍に 馬の ような 

荒 い 鼻息 をた てて い る 帯 広 警部 の 太い 腹 をつ いて 云つ 

た。 

「 —— サ ンタ マリア 病院の ジョン. マ クレオ だ。 

現場 不在証明 を 調べる こと」 



は 別に 御 参考に はなり ません よ」 

と 丈 太郎は 自信た つ ぷりだ つ た。 

「くわしく いうと、 私 は 今夜 七 時 三十 分から 八 時 五十 

分まで Jo AK にい ましたよ」 

「なんだ 放送局に か。 そこで 何 をして いたんだ」 

「なにって …… 」 と 彼 は 答える の を やめて、 煙草 を 口 

に 持つ ていつ て 美味そう に 喫った。 

「AK の 文芸 部に 訊いて ごらんに なれば 分リ ますよ。 

つまり 早くい うと、 私の 書いた ラジオ ドラマが 今夜 八 

時から 三十 分 間、 放送され たのです。 出演者 は PCL 

の 連中で したが ネ。 そんな わけで 私 はずつ と AK のス 



「それが いいです ね」 

そこで 帆 村が 呼ばれて、 この 人造人間 はどうして 動 

く か を 調べ るよう に 命ぜられた。 

「さあ 僕に も、 まだ 分って はいない が、 馬 詰 丈 太郎氏 

は、 博士の 助手 を 永らくし ていたと いうから、 一 つ 訊 

いてみ ましょう」 

帆 村 は 馬 詰 を つれて、 人造人間の 前へ いった。 そし 

て どう すれば 動く かと 訊ねた。 

「そうです ね。 僕 はこの 新型の 人造人間に ついては 知 

らな いんだが、 一 つ 中 を 開けて 見て みましょう」 

そうい つ て 彼 は 物 S れた 手つきで ドライバ— を 手に 



探して みて 下さい」 

「ょォ し、 人造人間 操縦 信号 薄 か。 —— 」 

そこで 係官の 指揮で、 刑事た ち は 一勢に 部屋の 中 を 

宝捜しの ように 飾い まわった。 

「あ ッ、 これ じ やない かな ァ」 

一 人の 刑事が、 機械 戸棚と 後の 壁との 間に 落ち こん 

つま 

でい る 一 冊の 薄い 帳面 をみ つけて 摘み だした。 

その 帳面の 表紙に は 「ロボット Q 型 8 号の 暗号 表」 

と 認めて あった。 

「うむ、 Q 型 8 号と は、 この 人造人間で すよ。 ホラ、 

てつ わく 

その 鉄 枠の 上に ぺ ンキで 書いて ある」 



入って、 号令す る ことが 出来る か。 

ゥ ララ 夫人であろう か。 馬 詰 丈太郎 だろう か。 また 

は怪 外人 ジョン . マ クレオ 医師であろう か。 それとも 

外の 人物だろう か。 

ばあやに つき 調べて みると、 博士 はいつ も 七 時から 

七 時半まで を 夕食の 時間に あて、 それが 済む と 一 服の 

睡眠剤 をのみ、 今 博士の 死体が 横たわつ ている ベッド 

にもぐ リ こんで 九 時半まで 丁度 一 一時間と いう もの を 熟 

睡 して、 その後 深夜に 続く 研究の 精力 を 貯える のが 

習慣に な つ て いるそう である。 

すると 今夜 も 博士の 夕食後の 睡眠 中に、 何者かが こ 
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その 翌日の 午後、 帆 村 探偵 は 雁金 検事の もとへ 電話 

を かけた。 

「いや あ、 昨日 はどう も、 いかがです、 博士 殺しの 犯 

人 は 決まりました か」 

「ゥ ン、 決った とまで は 行かな いんだが、 重大なる 容 

つかま じんもん 

疑 者 を 捕えて、 今 盛んに 大 江山 君が 訊問して いる」 

「それ は 誰です か」 



「ゥ ララ 夫人 だよ」 

「え ッゥ ララ 夫人？ 夫人 はとうとう 捕った のです か。 

どこに 居た のです か」 

「な あに サンタマリア 病院に 入院して いたの だよ。 別 

に 大した 病気で もない の だが ネ」 

「すると あの ジョ ン. マ クレオ は 怪しくな いのです か」 

「マ クレオ は 午後 一 一時から 午後 九 時半まで ずっと 病院 

にいた ことが 分った。 あの 外人の 現場 不ぁ 証明 は 完全 

だ」 

「そうです か。 馬 話 丈 太郎も 完全な のでしょう」 

「そうだ。 あの 男 は 放送局に 居た ことが 証明され た。 



た 部屋と いうの は、 急に 陰気に 見えて いけない ネ。 な 

ん とこれ は …… 」 

といって いると き、 —— そのと きだった。 突然 大き 

な 声が、 部屋 中に 鳴り ひびいた。 

ご ば しきょう しんかね 

「ええ、 後場の 巿況 でございます。 新 鐘 …… 」 と、 細 

い 数字が 高らかに 読み あげられ ていった。 それ はラジ 

ほ， R 

ォ の 経済 市況に 外なら なか つ た。 

まぎ 

「 —— 君、 ラジオの 経済 市況なん かで、 寂しい のを紛 

らして いるの かネ」 

警官 はムッ とした 顔つきで、 

「じょ、 冗談じゃありません よ、 帆 村さん。 経済 巿況 



つ を 貰つ てきたん です」 

といって、 その パンフレット を 目の 上に さしあげた- 

一 同 は 呆気に とられて いる 形だった。 

「 — さあい いです か。 表 状 を 読みます よ。 十一 月 十 

一 日 AK 第一 放送、 午後 八 時より 同 三十 分まで、 ラジ 

ォ ドラマ 『空襲 葬送曲』 原作 並に 演出、 馬 詰 丈太郎 I 

I とネ。 これ は 全国中継です」 

といって 彼 は、 パンフレットの 頁 を 一枚め くった。 

「いよいよ これから 実験に かかります が、 皆さん こつ 

ちに 寄って いて 下さい。 それから 博士の 死体の あった 

寝台の 上に は、 誰 方 かォ— バ— と 帽子 を 置いて 下さい」 



博士の 寝台の すぐ 前で ビタリと 停った。 これ を 見て い 

る 一 同の 顔に は、 アリア リと 恐怖の 色が 浮んだ。 

「 …… 恐 ロシイ 爆音 ヲァ ゲテ、 休 ミナ ク 相手 ノ上ニ 落 

まと はず すいちゅう ほんと > つ 

チタ。 的ヲ外 レテ落 チタ 砲弾 ガ空 中高 ク 水柱 ヲ 奔騰 

えんまく 

サ セル。 煙幕 ハヒ ツキ リナ シニ …… 」 

うわ— ッ。 

一 同の 悲鳴。 「煙幕」 というと ころで、 人造人間 は 鋼 

鉄の 太い 右腕 を ふりあげて、 エイ ヤエ ィャと 寝台の 上 

を 打つ のであった。 大 江山 課長の 制帽 は、 たちまち ク 

シャ クシ ャ になって 底がぬ けて しまった！ 

れ つ ぷぅ げきろう 

帆 村 はなお も 落つ いて 先 を 読んだ。 「烈風」 「激浪」 



号令 を かける。 なんという 素^らしい 思いつき でしよ 

う。 しかし これ もき よう 電話で 雁金さん が 僕に 暗示 を 

与えて 下す つたので、 発見で きた ものです よ。 貴官は 

くろうと 

やっぱり 玄人 中の 玄人です ね。 いや とても 僕なん かの 

及ぶ ところで はありません」 

と 帆 村 は 真実 心から の 敬意 を 表した のであった。 

馬 詰 丈 太郎が 伯父 を 殺した わけ は、 ゥ ララ 夫人に 対 

する 邪恋 を 遂げる ばかりで はなく、 博士の 財産 も 自由 

にす るつ もりだった という。 彼 は 事実、 株に 失敗して、 

某 方面に 一 万円 を 越える 借金に 悩んで いた 事が 取調べ 

の 結果 分った 事で ある。 
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